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「夢、無限大」感動おばま

広
報おばま

【表紙のモデル】れいなん森林組合の三
み く ぼ

久保亮
りょうすけ

佑さん

特集

森
林
が
も
た
ら
す
明
る
い
未
来
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元
気
な
森
を
支
え
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

　
　

森
や
木
に
親
し
み
、
触
れ
合
お
う

　

森
林
を
守
る
第
一
歩
は
、
一
人
ひ
と
り
が
森
林
へ
の

興
味
・
関
心
を
持
ち
、
そ
の
役
割
や
恩
恵
を
知
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
、
野
鳥
観
察
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
や
、
ジ
ビ
エ
（
狩
猟
肉
）
料
理
、
木
製
家
具
や

薪
ス
ト
ー
ブ
と
い
っ
た
木
材
を
活
用
す
る
製
品
な
ど
を

通
じ
て
、「
気
軽
に
・
楽
し
く
」
森
や
木
と
触
れ
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

1◀「薪と薪ストーブを楽
　　しむ会」で薪割りを
　　 体 験 す る 参 加 者（ 令
　　  和元年 12 月 1 日・門
　　前）

市内外の親子が自然との▶
ふれあいを楽しんだ「た　
けのこ掘り体験」( 令和　
元年 4 月 29 日・加茂 )　

　
　

地
元
産
の
木
材
を
使
お
う

　

皆
さ
ん
は
、
身
の
回
り
に
あ
る
木
の
製
品
が
、
何
の

木
で
作
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
木
は
ど
こ
の
山
か
ら
切

り
出
さ
れ
た
も
の
か
、
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

森
林
の
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
は
、
林
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
る
た
め
、
林
業
経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
れ

ば
、
森
は
荒
れ
、
や
が
て
は
市
民
生
活
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　

地
元
産
の
木
材
を
使
う
こ
と
は
、
林
業
を
活
性
化
さ

2せ
、
元
気
な
森
の
育
成
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
に
は
、
湿
度
を

調
節
す
る
機
能
や
、
見
る
・

触
れ
る
人
の
心
に
安
ら
ぎ
を

与
え
る
効
果
な
ど
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

は
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る

森
林
を
元
気
に
す
る
た
め
に

も
、
地
元
産
の
木
材
を
積
極

的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◀小浜美郷小学校では、
　教室のはりなどに県
　 産 ス ギ 材 を 使 用 し、
　自然のぬくもりを感
　じる空間になっている

   
森
林
を
整
備
し
、
支
え
続
け
る
に
は

①
森
林
境
界
の
確
認

　

森
林
所
有
者
同
士
の
話
し
合
い
な
ど

で
、
森
林
の
境
界
を
確
認
し
ま
す
。

れいなん森林組合

白
し ら さ き

﨑 響
ひびき

さん
 （23 歳・千種二丁目）

　
私
は
森
林
の
境
界
を
明
確
に
す
る

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
所
有
境
界
は
不
明
瞭
な
ケ
ー

ス
が
多
く
、そ
の
ま
ま
で
は
間
伐
な
ど
、

適
正
な
整
備
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
図
面
や
情

報
を
用
意
し
、
森
林
所
有
者
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
境
界
の
確
認
、
確
定

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
確
定
し
た
境

界
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
、
次
世
代

へ
確
実
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
デ
ー

タ
化
す
る
作
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
森
林
境
界
の
確
認
、
確
定
に
は
所

有
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
少

し
で
も
多
く
の
森
林
境
界
を
明
確
に

し
、
適
正
な
森
林
管
理
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
組
合
で
は
間
伐
な
ど

の
計
画
作
成
や
実
施
、
間
伐
材
の
販

売
な
ど
、
森
林
整
備
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
、
れ
い

な
ん
森
林
組
合
ま
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

元
気
な
森
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に

インタビュー

②
集
落
単
位
で
森
林
を
団
地
化

　

集
落
で
の
座
談
会
な
ど
を
開
催
し
、
複

数
の
所
有
者
が
持
つ
森
林
を
１
つ
に
取
り

ま
と
め
（
団
地
化
）
し
ま
す
。
団
地
化
す

る
こ
と
で
、
間
伐
や
作
業
道
の
開
設
な
ど

を
団
地
単
位
で
計
画
し
、
効
率
的
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
森
林
整
備
作
業
の
実
施

　

間
伐
、
作
業
道
の
開
設
、
樹
木
の
鳥
獣

害
防
止
対
策
な
ど
の
森
林
整
備
作
業
を
、

森
林
組
合
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

④
間
伐
材
の
販
売

　

間
伐
に
よ
っ
て
生
じ
た
木
材
を
、
森
林

組
合
が
木
材
市
場
な
ど
を
通
じ
て
販
売
し

森
林
整
備
は
４
ス
テ
ッ
プ

　

森
林
整
備
は
、
所
有
者
と
森
林
組
合
が
連
携
し
て
、
次
の
４
ス
テ
ッ
プ
で
実
施
し
ま
す
。

ま
す
。

　

売
り
上
げ
は
、
経
費
を
差
し
引
い
て
各

森
林
所
有
者
の
収
入
と
し
て
分
配
さ
れ
ま

す
。

農林水産課

中
なかむら

村 亮
りょうすけ

介主事

　
市
で
は
、
森
林
境
界
の
明
確
化
、
集
落
で
行

う
林
道
維
持
管
理
活
動
な
ど
森
林
整
備
を
進
め

る
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
を
建
て
る
際
の
県
産
材
の
活
用
、

自
宅
な
ど
へ
の
薪
ス
ト
ー
ブ
導
入
と
い
っ
た
、

地
元
産
材
の
利
用
推
進
な
ど
、
各
種
支
援
制
度

に
つ
い
て
も
実
施
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
豊
か
な
森

林
の
恵
み
を
じ
か
に
感
じ
、
触
れ
る
機
会
を
つ

く
る
た
め
、
市
内
小
中
学
校
で
の
森
林
学
習
や
、

小
浜
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
出
生
祝
い
と

し
て
地
元
産
の
積
み
木
を
送
る
な
ど
の
取
り
組

み
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
元
気
な
森
林
の
育
成
」「
木
の
あ
る
暮
ら
し
」

に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
農
林
水
産
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❺　広報おばま　令和 2 . 7





















■
発

行
　

福
井

県
小

浜
市

　
　

　
　

〒
917

-8585　
小

浜
市

大
手

町
6

番
3

号
■

編
集

　
企

画
部

市
民

協
働

課
　

☎
64・

6009　
FA

X
53・

0742

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
1.city.obam

a.fukui.jp/
■

電
子

メ
ー

ル
　

kouhou@
city.obam

a.fukui.jp
■

印
刷

　
　

　
　

若
越

印
刷

（
株

）
小

浜
営

業
所

広
報
お
ば
ま

№
799　

令
和

2
年

6
月

25
日

（
木

）
発

行

読
み

や
す

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

●市内のあちこちに植樹されている「つつじ」
は、春〜夏に花が咲くツツジ科の常緑または
落葉低木で、昭和 49 年に「市の花」に指定さ
れています▶今年も庁舎の周りではつつじが
見頃を迎えていました▶︎マスク着用や社会的
距離をとるなど、「新しい生活様式」が求めら
れる日常ですが、変わらない風景に安心を得
て、昨年と異なる日常を受け入れたいです（理）

編 

集 

後 

記

市公式 Facebook
地域の出来事などを
発信しています

人の動き（6 月１日）

【人　口】29,048人（前月比  -17人）
【世帯数】12,127世帯

【男性】 14,275人
【女性】 14,773人

【転入】　32人  【転出】   37人
【出生】    14人  【死亡】   26人

写真連載Life
輝く子どもたち

園児らに手作りマスクが寄贈される（内外海保育園・6月 10 日）

● 6 月は「梅雨」のイメージですが、暦の上で
は 21 日が夏至で「夏真っ盛り」▶俳句でも、6
月の季語には「扇風機」など、夏を連想させる言
葉がちらほら▶中でも「ホタル」は、昔は家の
近くでも見られたものの、最近めっきり見なく
なりました▶先日、市内の撮影スポットを小耳
に挟んだところ▶発行までには、写真をＳＮＳ
でお届けできるよう挑戦したいと思います（池）


